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参加ご希望の方は、下記の大会ホームページにある「参加登録」よりお申し込みください。
当日のお申込みも可能ですが、受付が混雑することが予想されますので、事前のお申込み
をお願い申し上げます。

参加のお申込みについて

お問い合わせ

講演・セミナーの演題等の最新情報は
大会ホームページで発表してまいります。

講 師 石井 綾華 氏 （特定非営利活動法人Light Ring. 代表理事）

思春期にご家族の精神的不調を体験されたことを通じて、傾聴という、人間が持つ基本的な力
を大切にして、人と人をつなぎ、コミュニティ精神保健・予防を目指しておられます。

若者が若者を支えるということ～実践の現場から～
（11月23日 16:10 ～ 17:00）

講 師 門脇 裕美子 氏 （東松島市保健福祉部 子育て支援課）

東日本大震災で自ら被災しながら、被災住民のこころのケアを中長期的な視野で進めてこられ
ました。精神保健・予防が溶け込むコミュニティデザインとは何か、真実の声に耳を傾けましょう。

これからの地域精神保健～心を育てる関わりについて～
 （11月24日 13:00 ～ 13:50）

講 師 田尾 有樹子 氏 （巣立ち会）

精神疾患を持つ方の支援にはどのような理念が必要なのか。コミュニティ精神保健・福祉の実
践者から、専門家としてのあり方を見直すアドバイスをいただければと思います。

施設サービスからリカバリー中心のサービスへ（仮題）
 （11月24日 13:50 ～ 14:40）

講 師 佐々木 常夫 氏 （株式会社東レ経営研究所 特別顧問）

うつ病を持つ奥様、自閉症を持つご子息を支えながら、企業人としても成功をおさめられた人生から、ワークライフ
バランスやこころの健康社会のあり方について学びます。著書：「働く君に贈る25の言葉」、「完全版 ビッグツリー」

ビッグツリー 私は仕事も家族も決してあきらめない
（11月24日 14:40 ～ 15:30）

講演・セミナー第17回
日本精神保健予防学会
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海外特別講演

講演・セミナー

サービス機関と当事者・コミュニティをつなぐ精神保健・予防のシステムを構築し人材を育成するための第一歩として、「精神保
健・予防とは何か」という理念を市民・当事者・専門家の間で共有することが今回の学術集会の大きな目的です。
このために、当事者家族、地域での保健・予防に関わる専門家の方々による、貴重な講演を多数ご用意いたしました。この機会
に、精神保健・予防の優れた理念構築や実践的取り組みを学んでいただければ幸いでございます。
皆さまの積極的なご参加をお待ち申し上げております。

会　　期 2013年11月23日（土）・24日（日）
開催会場 学術総合センター（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

同時通訳あり

講 師 大山 泰弘 氏 （日本理化学工業株式会社 会長）

全従業員の7割が知的障がいをもつ方であり、かつチョークの国内トップシェアを誇る企業の経営者に、
人にとって働くということがもつ本質的な意味を教えていただきます。著書：「利他のすすめ」、「働く幸せ」

講 師 夏苅 郁子 氏 （やきつべの径診療所）

お母様が統合失調症を患っておられる環境で育ち、ご自身も長く精神的不調を抱えられたのちにリカバリーを
果たされた精神科医。人間という存在の本質が体験を通して語られます。著書：「心病む母が遺してくれたもの」

運命を変える「人の力」「人の怖さ」
～母と、連続射殺犯永山則夫との接点から思うこと （11月23日 15:10 ～ 16:00）

みんなが幸せになる皆働社会実現への提言 
～知的障害者に導かれた企業経営から～（11月23日 12:30 ～ 13:20）

・認知症の政策について （11月23日　14:00 ～ 14:50）

・認知症の支援について （11月24日　16:20 ～ 17:10）

講 師 スベ・バネジー 氏
（ブライトン・サセックス医科大学）

認知症を生きる方々へのコミュニティ中心のケアについて、実際の
支援や政策のあり方を、認知症国家戦略の本場英国から学びます。

・「10の基本」について （11月23日　16:10 ～ 17:00）

・リカバリーについて （11月24日　15:30 ～ 16:20）

講 師 マイク・スレード 氏
（ロンドン大学精神医学研究所）

英国保健省が2004年に定めた「精神保健サービスの実践に携わ
るすべての人に求められる10の基本」から、精神保健・医療・福祉
専門家としての必要な資質を見つめ直しましょう。

・参加費：1,000円 (一般の方*) 当日参加可能

・参加費：1,000円 (一般の方*) 当日参加可能

＊医師・メディカルスタッフの方の参加賞は、大会ホームページをご参照ください。


